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感感染染対対策策とと生生徒徒たたちちのの教教育育活活動動のの両両立立をを目目指指ししてて  
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兵庫県・明石市の新型コロナウイル感染症者が急増し、兵庫県が８月２０日より「緊急

事態宣言」の対象地域となる中、新学期がスタートして１週間以上が過ぎましたが、生徒

たちは元気に登校してきてくれています。 

しかしながら、３年生においては、昨年度末に、当初５月に予定していた修学旅行を８

月２６日から２８日に変更して計画を進めてまいりましたが、「まん延防止等重点措置」の

対象地域になったために、２泊３日から１泊２日に変更しました。さらに「緊急事態宣言」の

対象地域となったために、１１月３・４日に再変更することとなりました。 

また、体育大会につきましても、感染拡大防止のために変更した案から、「緊急事態宣

言」の延長も視野に入れ、学年ごとに体操とソーラン節・マスゲームだけ実施するという、

昨年度よりさらに縮小した形に再変更いたしました。しかも、「緊急事態宣言」が延長され

た場合は、その成果を保護者の皆様に見て頂けない「無観客」という形で実施せざるを

えなくなりました。 

私は教職員に配布しています「校長だより」の中で、「「朝令暮改」は、悪いたとえに使

われますが、朝話した内容がその日のうちに変わることはしょっちゅうです。（中略）朝考

えた方法よりもっといい方法があれば改善していけばよいと思っています」と伝えてい

ます。 

いわゆる今までとは違い、感染力が非常に強いデルタ株による若年層にも感染者が

増えているという全く違ったステージの中で、今後も「文化発表会」「わくわくオーケスト

ラ教室」「トライやる・ウィーク」等、２学期は大きな学校行事が続きます。いかに感染拡大

防止と生徒たちの教育活動を両立させれるかの悩みは尽きませんが、その時点で考え

得る最良と思える判断をさせて頂きたいと考えております。 

また、夏休みの延長やリモート授業を実施している市町もあるようですが、感染リスク

の高い活動を制限しながら、教師と生徒たちができるだけ対面で授業を実施し続けるこ

とができればと考えています。授業の実施を第一優先に考え、学校での学びを止めない

ためには、部活動、給食というより感染リスクの高い活動をさらに制限することはやむを

得ないと考えております。このことについては、学校独自ではなく、市教育委員会が判

断・決定することですが、学校裁量の範囲の中で、感染拡大防止の観点から、４５分授業

や５校時設定、部活動の平日活動時間を１時間３０分以内という取組を進めることにしま

した。 

２学期も引き続き学校とご家庭が連携して、この厳しい状況を何とか乗り切り、お子様

にとって充実した中学校生活が過ごせるよう、「チーム大蔵」として精一杯取り組んでま

いりますので、ご理解・ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

今学期の始業式も放送となりましたが、生徒たちに話した内容の一部です。 

８月２０日から９月１２日まで、兵庫県に新型コロナウイルス感染症対応による「緊急

事態宣言」が出されました。大変残念ですが、８月２６日から２８日に予定していた３年

生の修学旅行を延期しなくてはなりませんでした。また、夏休み後半にあった部活動

の大会もなくなってしまいました。 

皆さんも報道で聞いているかと思いますが、今回のデルタ株という新型コロナウイ

ルスは感染力が非常に強く、若者・子どもも多く感染すると言われています。ですの

で、いつまでこんな制限のある学校生活が続くのという辛い気持ちは分かりますが、

引き続き感染対策に協力して下さい。そして、９月に実施される体育大会・部活動の新

人大会が無事に開催できるよう、皆で力を合わせていきましょう。 

もう一つ、２学期には、皆さんにアンケートを取った校則と制服について検討をし

ていきます。生徒会長・副会長・風紀委員長には、検討するための検討かいに入っても

らっていますが、校則については２学期中に、制服については本年度中に、皆さんと

も相談しながら結論が出せるように進めていきますのでよろしくお願いします。 

３年生にとっては、自分の進路先をいよいよ決める時期となってきました。３年生

の先生を中心に、皆さんのバックアップを精一杯しますので、自分の力を出し切って

下さい。 

生徒たちは、修学旅行の延期、体育大会の種目変更等、新型コロナウイル感染症対応

のための変更にも真摯に向き合ってくれています。 

 

  
髙髙瀬瀬ささんんジジュュニニアアオオリリンンピピッッククにに出出場場内内定定！！  

 

新型コロナウイル感染症対策での修学旅行の延期、体育大会の規模縮小等の重たいお知

らせが多い中、大変嬉しいニュースが届きました！ 

ホームページではお知らせしていましたが、８月２８日に加古川市陸上競技場で「JOC ジュ

ニアオリンピック U16 陸上競技大会代表選考会」が行われ、本校生徒も多数参加しました。 

その中で、男子円盤投げで県及び近畿チャンピオンになりました高瀬蒼太さんが 40m03

で優勝し、１０月２２日から愛媛県総合運動公園陸上競技場で開催されます JOC 出場を確定

しました！本当におめでとうございます。 

  また、男子砲丸投げでも県チャンピオンになった後藤璃久さんが13m34の参加標準記録

を見事に突破し優勝しました。この記録が全国ランキング 30 位以内になれば、JOC 出場資

格を得ることができます。いい結果が届くことを待っています！ 

  先にお知らせしました「第１６回全日本都道府県対抗少年剣道優勝大会」（１２月１９日舞

州アリーナ）に兵庫県代表（大将）に選ばれました剣道部男子松野祐太郎さんとともに活躍

を期待して、クラブ振興会のクラブ基金を活用して横断幕を作成させて頂きますのでご了

承をお願いいたします。 


